
自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

市の栄養士さんから献立表の確認などして頂いた
り、利用者の更新調査員さんへの現状説明など日
頃から少しづつですが、協力できるように取り組んで
います。

市の担当者には運営推進会議にも
参加していただいており、いつもアド
バイス頂いているほか、市の栄養士
にも献立表を無料で3ヶ月に1回
チェックしていただくなど、いつでも
気軽に相談しあえる関係にありま
す。

そわん職員全員で日々意識しながら取り組んでおり
ます。ご利用者様を自分に置き換えた時?と感じるこ
とがないように、言葉においても決め付けないよう
な、そんな関わりを目指して取り組んでいます。

魚沼市のマニュアル、認知症介護研
修センターのマニュアルを活用し研
修を行い、言葉による抑制について
も確認するなど職員全員で理解を深
めています。

実践者研修、ヘルパー研修、ボランティア講座の施
設研修や中学生の職場体験など依頼された時は積
極的に協力しています。

会議に参加し、地域の方々や市からのご意見、や評
価、又家族からの提案なども聞くことが出来るので、
日々の関わりの参考にしています。

運営推進会議は2か月に1回開催し
ており、民生委員や近隣の住民､市
担当者や地域包括支援センター職
員から出席してもらっています｡会議
で頂いた意見はしっかり受け止めて
向上するように努力しています。

職員全員が日々ご利用者様の笑顔と安心を意識
し、心地良い家族としての繋がりが保たれるような
関わりを実践できるようにしています。

理念を基に、新入社員、2年目の職
員、4年目の職員が何をやるべきか
を明確に示し、理念をサービスに繋
げられるように対応しています。ま
た、日々の支援の中で折に触れ理
念の確認をしています。

グループホームの交流会や地域のお祭り等に出か
け、地域の懐かしい方や、可愛らしい子供さん達か
ら声をかけていただいたり、散歩途中では「いいあ
んばいですの」など声かけして頂きそれに挨拶を返
すなど実践しています。

浦佐の菊祭りへの参加など魚沼地
域の活動には参加するように心がけ
ているほか、市内のグループホーム
との交流会に参加したり、近隣の
方々とは日常的に交流し、馴染みの
関係ができています。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 (5-2)○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

毎月のミーティングの場で、改善提案や意見を聞く
ようにしており、提案があればその場で話し合って、
直ぐ可能な事は全員で確認して反映させている。

各ユニット毎月月初に1時間30分程
度ミーティングを行い、意見を吸い上
げるようにしているほか、社長、管理
者も現場で業務を実際に行う中で、
職員とも業務の中で意見交換を行な
い、対応するようにしています。

キャリアパスなどの説明を実施し、職員が目標を持
てるようにして頂いています。

その都度居宅ケアマネや包括支援センターとの連
絡を図り、そわんの見学をしていただけるようにして
います。来ていただいた際には、ご利用者さんと一
緒に、、お茶を飲んで頂く等しながら、雰囲気をつか
んでいただき、契約時には気になる所などの質問を
いただくようにして出来る限りの説明、ご理解を頂け
るようにしております。

運営推進会議に遠方の方を覗いて、２ヶ月に１回交
代で参加いただき、何らかの発言やご意見が頂ける
様にし、頂いたご意見は出来る限り反映する様にし
ています。

開設時に家族会を立ち上げ､年に1
回は開催し、意見をいただけるよう
努力しています。苦情などは寄せら
れていませんが、玄関にご意見箱も
設置し、面会時に確認したご家族の
要望を実際に活かしています。

県や市町村で行われる研修に積極的に参加し、職
場においてもミーティング時や、新人研修時には勉
強していただき、職員全員が虐待予防について日々
意識して関わっています。

管理者･職員は､グループホームの
密室性が虐待につながる可能性を
よく理解しており、マニュアルを整備
し､虐待防止に関する内部研修を行
なって､防止に取り組んでいます。

ご利用者、ご家族からの相談がある場合は、管理者
に連絡して、話を聞かせていただき必要なようであ
れば、包括支援センターの紹介につなげたり、利用
の課程での関連機関との連絡対応など協力支援に
努めています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進
めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 (7-2)○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

面会時等など本人の様子を説明し、家族でなけれ
ば納得頂けない事等があるときは、じっくりと話し
合っていただくき、良策を検討するなど、本人、家
族、職員の有効な繋がりが保たれるように努めてい
ます。

事業所広報の「あったか通信」と担
当者が作成するお手紙を毎月送付
しているほか、日頃からよくご家族と
コミュニケーションが取れており、一
緒に支えあうことができるよう関係づ
くりに努めています。

相談を受けた際には、色々なサービスが利用できる
ことを説明し、本人、ご家族が何を望んでいられるか
など引き出せるような対応に努めています。

理念に基づき、そわん家族になれるように、利用者
が出来る事は手伝って頂き、出来ないところは手
伝ったり、お互いが支えあって、感謝し合えるような
関わりが出来るように努めています。

居宅ケアマネや包括支援センターと連携しながら、
本人との世間話などから話し合いを行い、どんな事
が不安だかなど聞かせていただけるように努めてい
ます。

居宅ケアマネ、包括支援センターと連携し、出来る
限りの訪問や面接で、困っていることを、しっかり
伺ってそわんでの取り組み方などを、説明させてい
ただき「ああ　よかった」と思っていただけるような関
係を築きたいと努めています。。

常日頃から、ケアに関しての職員の動きについて、
社長としての目線ではなく、家族としての目線で意
識してみているのでそこで感じていることを言うから
と、指導を受けている。又研修などは希望を取って
参加出来るように調整したり、内部での研修も少し
づつではあるが計画実施ししています。個人研修な
どにも協力して頂いています。

区分別ケア会議や市内グループホームの交流会等
に参加しています。またこれからは三魚沼グループ
ホーム連絡会からの提案で、見学や研修などの交
流が可能となってきているので取り組んで行きたい
と思います。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 (9-2)○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

毎日様子や前日の様子等が共有できるように支援
経過記録を記録し、その時々の状況に応じた関わり
が出来るように努めています。

家事を手伝うことが得意な方、色々なことを気にか
けて連絡してくれる方、自分のほうだけ向いてほし
い方、よく分からないけどうちに帰りたいと思ってい
る方、何とか此処で暮らさなくては等色々な思いで
日々過されている利用者さんの、その思いに寄り添
えるように少しづつですが努めております。

散歩に出かけたい方、自宅へ行きた
い方、畑をしたい方、ご本人が話し
てくれたり、訴えてくる希望にそえる
ように日々の生活の中で聞こえてく
る会話なども耳を傾けて把握するよ
うにしています。

入居前情報や、センター方式の私の思いシートなど
活用始めており、出来る限り１人ひとりの暮らしの情
報が把握できるように努めております。

事前面接の際にご家族やご本人に
聞きながら情報を集めたり、入居前
のケアマネに教えていただいたり、
面会に来ていただいた友人から教え
てもらったりと情報の把握に努力し
ています。

センター方式に取り組んでいます
が、職員間での理解度の差がある
ようです。活用方法を検討するなど
してセンター方式への理解を深める
ことを期待します。

難聴の方には、職員が間に入って伝えたり、構音障
害の方には初語のきっかけとなる声かけをしたり、
可能な限りお互いが楽しく関わりあえる様に努めて
います。（気難しい様子が見えても、教えてくださいと
いうことで気持ちよく仲間に入れることも多く見られ
ている。）

在宅に戻られた方などは、包括支援センターの方に
元気にしているか伺ったり御家族に様子を伺ったり
しております。又入院時などには、ご利用者と職員
が出来る範囲でお見舞いに出かけ、そわんのことを
話しています。

月に１から２回は何らかの方法で、自宅方面へ車で
出かけたり、面会に来ていただいたり、馴染みのお
店に買い物に出かけたりなじみを大切に関わってい
ます。

ご利用者の友人宅までお送りし、お
茶のみをしていただいたり、ご自宅
が気になる方には連れていってあげ
たりと今までの関係継続支援に努め
ています。また、職員の異動につい
てもご家族に説明し、ご理解をいた
だけるように努めています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

看護師は職員としていないので、職員と管理者が話
し合って、協力医療機関と相談させていただくように
努めています。

そわんでの様子を連絡表にまとめて情報提供を行う
とともに、随時経過確認を行ったり、お見舞いの折な
どにも様子の確認をさせて頂きながら入院が長引か
ないように家族、医療機関からの情報を大切に取り
組んでいます。

入居時の地域資源を参考にしながら、その資源を有
効的に利用することが出来たら良いと思い関わって
おります。又現在の資源マップも少しづつ見直し出
来たらと思っています。

入居時にそわんの協力医について説明させていた
だき、ご家族やご本人が納得されていただいている
方については協力医の先生から主治医となってい
ただいている。又在宅からの継続による主治医の方
もあるので、各医療機関の相談員さんなどと連携さ
せていただき適切な医療が受けられるように努めて
おります。

そわんの協力医については職員が
受診支援をしていますが、協力医以
外の受診は基本的にご家族にお願
いしています。医療機関には受診連
絡票を渡し、情報提供を行なってい
ます。往診に来ていただくときもあ
り、連携を図りながら対応していま
す。

日々の支援経過記録に、本人の声なども記録し、職
員、管理者ともに情報を共有し確認しあいながら実
践している。気になるところは話し合ってプランの見
直しなどのモニタリングにつなげるようにしていま
す。

自宅外泊時の送迎などを行っています。又その時々
に発生する思いに対しては出来る限り柔軟に支援さ
せていただいております。

ミーティング時に個別のケア状況についても検討を
行い、その時点でモニタリングを行い、電話の折な
どに家族とも話し合いながら、作成し後日、本人また
は家族に説明をさせて頂き、本人の笑顔、安心を大
切に計画できるように努めています。

ご利用者の息子さんとの話し合いの
中で、ケアプランにデジタルカメラで
写真をとることを盛り込むなど、関係
者の意見を反映し介護計画を作成
しています。また、３ヶ月に１回担当
者が中心に管理者とモニタリングを
行い定期的に見直しを行っていま
す｡また、利用者の状況に応じて柔
軟に見直しを行なっています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 (12-2) ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

本人が選べるように声かけを行い、お化粧されてい
る方には、そのような声かけを行ったり、洋服が乱
れている方には、さり気なく補整のお手伝いをしてお
ります。

その時々の声を聴きながら想いなどを引き出せる対
応に努めています。

決まりきった関わりでなく、本人が行きたいところ、
やってみたい事が思い通りに伝えられ、その思いに
添えるよう出来る限りの努力をしております。

年２回の避難訓練を実施する中で、慌てないで行動
が出来るようにしております。これからは地域の防
災訓練などにも参加し、より協力いただけるような体
制を、作って行きたいと思います

避難訓練を年2回実施し、運営推進
会議に参加してもらっている近所の
方々には非常時の際の協力を依頼
しております。また、非常用の食品
についても半年に1度は点検してい
ます。

夜間を想定した訓練がまだおこなわ
れておりませんでしたので、今後計
画し実施されることを期待します。

その方の日頃の様子などから、声かけを行うように
して、方言などもまじえ、親しみやすく笑顔から信頼
関係が作られるように、その時々を大切にしていま
す。

広報誌への写真の掲載は同意を得
てから行なわれており、声かけも方
言を使用してもきつい言葉にならな
いように配慮し、支援が行なわれて
います。

入居時の説明で最後までの関わりを伝えております
が実際現在の所経験がありません。今後は出来る
だけ、家族会や職員間でしっかりと検討し、主治医と
の連携を大切にし、安心していただける対応が出来
るように努めたいと思います。

契約段階で管理者は､ターミナルま
で支援することを前提としたホーム
であることを伝え､看取りの指針やマ
ニュアルを整備しています｡また､
ホームでできること､できないことを
明確に示し､ご利用者の状態に応じ
てその都度話し合いを行っていま
す。

看取りの指針については職員にも
徹底し、事業所としての方針を共有
するように対応されることを期待しま
す。

毎年１回全職員が前期と後期に分けて講習会を受
けて勉強しております。実践することがないことを祈
りつつ、必要時には適切な対応が出来るように、意
識しております。

毎年１回は全職員が普通救命講習
を受けているほか、ヒヤリハット・ドッ
キリの記録をもとに職員会議で共有
する場を設けています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

声かけを行いながら出来るだけ、本人の希望に添え
る入浴を楽しんでいただけるように努めているが時
にはタイミングがずれてしまうこともあるので工夫し
気持ちよく入浴が出来るように努力していきます。

毎日入浴は可能な状態になってお
り、入りたい方には毎日でも入っても
らっています。入浴を嫌がる方には
声かけのタイミングを変えるなどして
入浴をしていただけるように努めて
います。

夜間は眠くて起きれない方などもいますが、本人の
希望で日中リハパンから布パンツに変えることが出
来た方もあり、個々の排泄パターンも分かるように
なり、失敗が少なくなってきています。

一人ひとりに合わせた適切な誘導､
支援をしており、ホーム入居後尿意
を取り戻し､おむつの外れた方もおら
れます。職員のさり気ない見守りや
声かけで気持ちよくできています。

便秘が認知症（気分低下）に大きく関与している事
は実践の場で体験しており工夫しているが、中々思
うような運動も困難で、便秘薬、整腸剤など主治医
の先生の相談の上、処方いただいている。水分を多
く、野菜を多く等取り　組んでいます。

主治医からの指示がある方を含め、食事摂取や水
分補給の声かけを行っている。　　　　　　　　　食事
の量や栄養バランスなども、献立表に記録して３ヶ
月に１回市の栄養士さんから見ていただきアドバイ
スを受け、努力しています。

毎食後イソジン薄め液や紅茶などを利用、声かけで
口腔ケアを行っている。又県からの文書を参考に歯
科医師からの口腔ケア研修を11/9に受講すること
になっている。（そわん内研修）

家族が届けてくれた野菜の下ごしらえや盛り付け等
一緒にしている。　食器片づけや食器拭きも手伝っ
ていただき、とても助かっていることなど、その都度
伝えるように心がけております。

ご利用者と職員が食事について会
話をする感じが、とても暖かい雰囲
気を感じました｡ご利用者の能力に
応じて調理や味付け､後片付けなど
に参加する場面もあります｡また､
個々のご利用者の要望に応じて外
食支援を行なうなどの対応もとって
います。また、事業所の畑でも野菜
をつくっており、ご利用者の楽しみと
なっています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や
地域の人々と協力しながら出かけられるように支
援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

ご家族からの電話の取次ぎ、話の内容の把握に努
めたり、携帯電話の支援なども必要に応じてお手伝
いしております。

その時々の声を聴きながら、冷暖房の調整をした
り、蛍光灯の調整、ブラインドの調整、窓の開閉、お
花を飾るなど、工夫しているが時々花が喉の渇きを
訴えていることもあります。そんな時は利用者さんが
職員に声かけしてくれて、水をくれてます。

全体的に木材を取り入れた温かみ
のある内装になっており､飾られてい
る写真や装飾品も家庭的です｡食堂
のテーブルも一般家庭と同様のもの
を使用しており、居心地のよいリビン
グになっています。

農業祭や、地域の文化祭、お花見など計画して出か
けたり、今年は夏祭りで盆踊りなども楽しんでいただ
けたと思う。地域のボランティアさん、ご家族、お店
屋さんなど多くの協力も頂いています。

２日に1回程度､ご利用者と一緒に近
くのスーパーに食材の買物に出かけ
ています｡また天気の良い日の散歩
や行楽シーズンの小旅行も実施して
います。

本人が希望されている方については見守りながら所
持していただいております。時には化粧品の購入に
出かけたり、洋服を買いに出かけたりして、そのとき
の不安な表情も含め、良かったという言葉を大切に
して関わっています。

確実に処方内容を確認し、新しい薬が処方された時
などは、服用後の様子について見守り変化は報告
し、主治医に相談確認している。

そわん１・２の中で趣味を通じて交流できるような支
援を行っている。　　茶碗拭きや廊下のモップかけ、
洗濯ものたたみ、買い物や自宅方面へのドライブな
どでも支援しています。

本人の声を聴き、疲れたと訴えがあれば、どうやっ
たらよいかを、確認しながら気分良く休んだり、眠れ
るように努めています。又気候に合わせ寝具の調整
や冷暖房の調整を行ったり、声かけで良眠が得られ
るように努めています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

本人の自由を束縛しないように、目配り、気配りで、
出来る限り、自由に行動出来るように関わっていま
す。介護度が重い方が多いので転倒には十分注意
し見守っています。又本人から声かけがあるときは
思、いに添った支援を行います。

声かけるまで何もいわない方、誰とでも和気合い合
いと出来る方、職員を独り占めしたい方など色々で
すが、職員がフロアーにいることで特別工夫するこ
ともなく、個々に居場所を見つけて過しています。

居室は本人が希望されるように配置したり、カーテ
ンを引いたり、こだわりを聴き支援しております。又
自分は何も気にならないという方につきましては、自
分のお部屋だと認識できるような工夫をし、ご利用
いただいております。

居室には､ベッドやテレビ､コタツな
ど、自宅から持ち込んでもらっていま
す｡また､ホームでの写真や家族の
写真､カレンダーを飾るなどして､そ
の人らしい部屋作りの工夫をしてい
ます。
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